
No.50（副次的変更） 説明資料（8/8） （11/11）

H27-B-1 深度75.57 76.00m 最新活動面 走向 傾斜（No.48） 条線方向（No.49） 変更 伴  変位   （No.50） 変更

• 薄片試料 観察自体 適切 実施      ，走向 傾斜（ N34°E87°NW →N44°E72°E） 変更        ，傾斜方向 西傾斜  東傾斜 変更 
  ，上盤 下盤  関係 従前 評価 逆     ，変位     正断層成分 卓越     変更    
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No.52（修正） 前後比較資料（1/1） （1/1）

従前 見直 後

H27-B-1 深度85.38 85.41m 全景写真 記載（No.52） 修正

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-183頁 第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

アプライト
No.52

アプライト
No.52

花崗斑岩
No.52

花崗斑岩
No.52
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No.53、54概要 （1/4）

1. 変更内容 理由及 断層連続性評価  影響
 最新活動面 深度 113.60mに修正（No.53）

・断層ガウジの幅を0.1cm 変更 
なお、断層岩区分の総合評価においてカタクレーサイトと評価したため、性状一
覧表では記載を「－」としている（No.54）
【理由】最新の観察結果/総合評価 伴 変更

【断層連続性評価への影響】なし

２．変更箇所
ａ 最新活動面 深度  113.60m」に修正（        見直    数値
の記載なし）（No.53）

ｂ 断層ガウジの幅を「－」に変更（No.54）
ｃ 断層岩区分          変更（No.54）
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No.54（変更） 前後比較資料（1/2） （2/4）

従前 見直 後

H27-B-1 深度113.51 113.60m 断層    幅（No.54） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料２
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料２ 性状一覧表
参考2-189頁 第833回審査会合 机上配布資料2に追記（青太枠）
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b

ー

b

No.54

No.54*

＊断層岩区分の総合評価においてカタクレーサイトと評価したため、性状一覧表では記載を「－」としている
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No.53（修正） No.54（変更） 前後比較資料（2/2） （3/4）

従前 見直 後

H27-B-1 深度113.51 113.60m 最新活動面 深度（No.53） 修正 断層岩区分（No.54） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-241頁

第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

113.56m
（    見直    数値 記載無 ）

ａ

ａ
No.53

No.53

ａ

断層ガウジ

No.54

カタクレーサイト

No.54
c

c
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